
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和 5 年 7 月 14 日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するも

のを○で囲む

こと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づく

り法人の名称 

（一社）大紀町観光協会 

マネジメン

ト・マーケテ

ィング対象と

する区域 

区域を構成する地方公共団体名 

三重県度会郡大紀町 

所在地 三重県度会郡大紀町崎 2154-1 

設立時期 令和 5年 4月 3日 

事業年度 4 月 1日から翌年 3月 31日までの１年間 

職員数 4 人【常勤 4人（正職員 3人・出向等 1人）、非常勤 0人】 

代表者（トッ

プ人材：法人

の取組につい

て対外的に最

終的に責任を

負う者） 

※必ず記入す

ること 

 

（氏名） 

奥川 拓 

（出身組織名） 

（一社）大紀町観光協会 

会長 

平成 24 年大紀町商工会会長に就任以降、大紀町観

光協会の前身である（一社）大紀町地域活性化協

議会の会長を兼任し、大紀町の観光振興に寄与し

てきた。宿泊施設の少ない大紀町に当時 1軒しか

なかった農林漁業体験民宿を増やし、滞在型観光

事業による大紀町への誘客を促進。平成 28年度か

らインバウンドの受入体制整備を強化してきた。 

 

データ分析に

基づいたマー

ケティングに

関する責任者

（ＣＭＯ：チ

ーフ・マーケ

ティング・オ

フィサー 

※必ず記入す

ること 

 

（氏名） 

大内 学「専従」 

（出身組織名） 

大紀町役場 

大紀町役場から（一社）大紀町観光協会への出向

職員。大紀町役場では、総務企画課デジタル推進

室で DX を担当していたこともあり、デジタルマー

ケティング、データ分析などに高い能力をもつ。 

 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チ

ーフ・フィナ

ンシャル・オ

フィサー） 

※必ず記入す

ること 

（氏名） 

松本 成子「専従」 

（出身組織名） 

（一社）大紀町観光協会 

 

前身の（一社）大紀町地域活性化協議会で 8年間

経理に携わってきた。 

持続可能な運営の為、経営計画策定や運営収支、

財源確保に関する検討を行う。 
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各部門（例：

プロモーショ

ン）の責任者

（専門人材） 

※各部門責任

者のうち専従

の者について

は、氏名の右

横に「専従」

と記入するこ

と 

 

（氏名） 

山添 みゆき 

（出身組織名） 

（一社）大紀町観光協会 

平成 25 年大紀町地域活性化協議会設立時から専従

職員として 10年間勤務。現在は（一社）大紀町観

光協会の事務局長として、大紀町を中心に、近隣

市町や観光協会と連携した取組を行っている。 

ラジオ局、新聞社、司会業などの経歴を活かし、

メディアを活用したプロモーションや広報を得意

とする。 

国内旅行業取扱管理者、観光コーディネーター、

フードツーリズムマイスターなどの資格を取得し

ており、観光商品の企画開発からプロモーション

までを主に担当している。 

各部門（例：

旅行商品の造

成･販売）の責

任者（専門人

材） 

（氏名） 

西村 幸浩 

（出身組織名） 

滝原西村ハイヤー有限会社 

国内旅行業知事許可を有する大紀町のバス会社兼

旅行会社。三重県を中心に、関西・中部方面の旅

行商品の造成、販売を行っている。 

豊富な経験を持ち、旅行業務に精通している。 

連携する地方

公共団体の担

当部署名及び

役割 

 

三重県観光部観光振興課（観光プロモーション、観光政策全般） 

三重県観光部海外誘客課（海外向け観光プロモーション、観光政策全般） 

三重県農林水産部農山漁村づくり課（農泊プロモーション、人材育成） 

大紀町役場商工観光課（大紀町観光振興計画策定、観光政策全般） 

大紀町総務企画課（大紀町基本計画、DX 推進） 

大紀町教育委員会（教育旅行関連の連携） 

連携する事業

者名及び役割 

公益社団法人 三重県観光連盟（デジタルマーケティング、プロモーション） 

大紀町商工会（商品開発、販路開拓、販売促進） 

滝原西村ハイヤー有限会社（観光商品の企画・販売、二次交通、周遊移動支援） 

大紀圏突入株式会社（特産品開発、販路開拓） 

大内山川漁業協同組合（観光商品開発、特産品開発） 

魚々錦会（観光商品開発、特産品開発） 

伊勢農業協同組合（特産品開発） 

戸畔の会（歴史案内人養成に関する連携） 

熊野古道三瀬坂峠を守る会（熊野古道案内人として連携） 

熊野古道伊勢路語り部友の会（熊野古道案内人として連携） 

瀧原宮大祭実行委員会（瀧原宮大祭に関する連携） 

官民･産業間･

地域間との持

続可能な連携

を図るための

合意形成の仕

組み 

【該当する登録要件】② 

（概要）（一社）大紀町観光協会は、年 1回の定時総会、年 3回の理事会を開催し、

大紀町、大紀町商工会と共に、観光協会会員、観光事業者、交通事業者、各種団体

等と連携しながら、地域資源の磨き上げ、新しい観光コンテンツの開発、受入環境

の整備等を実施し、観光誘客を促進する。 

また令和 5年度中には、行政、各部会、協力団体をメンバーとする各委員会を設置

し、さらに連携強化を図っていく。 

地域住民に対

する観光地域

づくりに関す

る意識啓発・

参画促進の取

組 

 

前身である（一社）大紀町地域活性化協議会による取組を以下に記載。 

宿泊施設や体験事業者を対象にした安全管理講習会、防災セミナー、料理講習会等

を定期的に開催し、新規開業者の開拓・確保および開業サポートを継続的に実施

し、安全に観光事業を実施していることを年 1回発行の広報誌を各戸配布すること

で地域住民に周知している。又今後は大紀町行政チャンネルに「大紀町観光協会広

報番組」の枠をいただき、町民に向けて随時活動報告を行う。 

町内各地域の歴史や熊野古道案内人の養成講座を実施しており、今後は案内人の会

としてガイドを一括する窓口を設置し、養成講座の定期的な開催による人材育成に

努める。 
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令和 2年度農林水産省農山漁村振興交付金（地域活性化対策）では、地域住民や区

長を対象にした観光地域づくりに関する聞き取り調査を実施し、大紀町役場と連携

して活動計画の策定を行った。 

法人のこれま

での活動実績 

 

 

【活動の概要】 

前身である（一社）大紀町地域活性化協議会の活動概要を記載。 

平成 25 年 7 月、大紀町商工会の下部組織として発足。  

観光と特産品のブランド化を目指し、商品の開発やコーディネートにより、町外か

らの交流人口や関係人口の増加を図り、活気ある地域づくりに取り組む、ワンスト

ップ窓口。  

令和 2年 8月 一般社団法人化。  

令和 5年 4月 全ての事業を（一社）大紀町観光協会へ引き継ぐ。 
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事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

●情報発信・メディア取材 

＜平成 29年～30 年度＞  

① 多言語に対応した本格的なホームページの作成 

② 外国人ライターによる SNS 発信等を利用した情報発信「VIST 

TAIKI」  

③ テレビ、新聞、雑誌、ラジオ等メディアによる情報発信 

＜令和 2年度＞ 

① 大紀町 Take-out 応援隊 Instagram による情報発信       

② 大紀町商工会会員飲食事業者 13 店舗のぼり製作 

③ 大紀町移住定住ポータルサイトの制作・運営 

④ 移住相談窓口設置 移住コーディネーター1名の配置 

＜令和 3年度＞ 

① 三重県ワーケーション講座 

② 三重県主催 評価型モニターツアー 

③ 三重県観光連盟主催 海外ブロガー取材 

④ 三重県主催 三重まるごとネットワーク交流会 

⑤ FM 岐阜電話生出演 

⑥ 鈴鹿 VOICE 電話取材 

⑦ 東京 FM リモート出演 

⑧ 三重テレビ「旬感みえ」生出演      

＜令和 4年度＞ 

① 三重県観光連盟主催 海外ブロガー取材 

② 三重県主催 三重まるごとネットワーク大会 

③ 三重県主催 農泊地域意見交換会 

④ 朝日新聞社取材 

⑤ 伊勢新聞社取材 

⑥ CBC ラジオ生出演 

⑦ 伊勢新聞社取材 

⑧ 三重県観光連盟取材 

⑨ 松阪ケーブルテレビ取材 

●広告・宣伝活動 

＜令和 2年度＞ 

① 大紀リヤカーマルシェ 

② たいき楽市 

③ 五桂池ふるさと村マルシェグランマ「大紀町フェア」 

④ マックスバリュサンフラワー店「大紀町フェア」 

＜令和 3年度＞ 

① マックスバリュ川井町店 スイーツフェア 

② VISON 多気 軽トラマルシェ 

③ 三重まるごと三重物産展 

④ イオン津南「三重エキスポ！２０２１」 

⑤ フレッシュにしむら「大紀スイーツフェア」 

＜令和 4年度＞ 
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① たいき楽市 

② 大阪天神橋三丁目「三重県フェア」 

③ 大阪あべのハルカス「三重県フェア」 

④ 三重まるごと物産展 inなばなの里 

⑤ OUTDOOR イベント 

⑥ 三重まるみえ商談会 

⑦ 関ドライブイン「大紀町×大樹町フェア」  

⑧ フレッシュにしむら「大紀スイーツフェア」 

⑨ 日本観光ショーケース in 大阪・関西 

●キャンペーン 

＜令和 2年度＞ 

① 三重県観光キャンペーン「ULTRA SALE」 

② 三重県自然体験特設サイト「Enjoy Mie Activity」 

＜令和 3年度＞ 

① みえ得トラベルキャンペーン 

② みえ得地域応援クーポンキャンペーン 

③ スマホでみえ得キャンペーン 

④ 三重県観光キャンペーン「ULTRA SALE21」 

⑤  三重県観光キャンペーン「みえのあそキャン 21」 

＜令和 4年度＞ 

① 三重県観光キャンペーン「みえのあそキャン」 

② 三重のイマココ旅 

③ VR ツアー実証事業 

●プロモーション 

＜令和 2年度＞ 

① 中部運輸局 インバウンドメディアファムトリップ 

② 外務省 JENESYS オンライン交流会 

③ 三重県 農泊プロモーション事業 

＜令和 3年度＞ 

① 農水省 海外プロモーション事業 動画制作 

② 農水省 海外プロモーション事業 記事制作 

③ 農水省 海外プロモーション事業 オンラインツアー 

④ 三重県 海外プロモーション事業 動画制作 

⑤ 三重県 海外プロモーション事業 記事制作 

旅行会社向けオンラインインスペクション開催  

＜令和 4年度＞ 

① 三重県観光連盟主催 海外ブロガー取材 

受入環境の

整備 

●平成 29～30 年度 農水省農泊推進対策 

① 言語のバリアーフリー化のための多言語に対応した受入体制づ

くり 

② インバウンド観光先進地視察 

③ 商談会出展ならびに営業活動 国内 4回、台湾 3回 

●令和元年度 農泊地域高度化促進事業 

① サイクルツーリズム「Taiki E-bike Tour」の企画開発 

② 民泊「東作塾」様式トイレの整備 

③ 多言語対策「POCKETALK」の購入 

●令和 2年度 農水省農山漁村振興交付金（地域活性化対策） 



 
様式１ 

5 
 

 大紀町七保地域「七保地域活性化対策協議会」設立 

① 専門家によるセミナーおよびワークショップの開催 

② 農産物の販路開拓・商品開発事業 

③ 専門的スキルの活用 ICT を活用したアプリの開発・実証 

●令和 2年度 三重県子どもの自然体験機会創出事業 

①ファミリーワーケーション環境整備 

②ファミリー向け体験コンテンツの造成 

●令和 2年度 民泊災害対策セミナーの開催（三重県、大紀町との

連携事業） 

●大紀町内登山道の整備（網掛山） 

●大紀町内登山道の整備（七洞岳） 

●令和 3年度農水省農山漁村振興交付金（地域活性化対策） 

① 農産物の販路開拓・商品開発事業 

② 専門的スキルの活用 ICT を活用したアプリの開発・実証 

●令和 3年度 太平洋岸自転車道推進三重地区協議会 

 有識者三重地区現地視察 

●令和 4年度  

三重県事業  教育旅行事前学習プログラム教材の制作 

令和 4年 11 月 安全管理講習会の開催 

令和 5年 2月 熊野古道伊勢路英語ガイド研修会   

観光資源の

磨き上げ 

●令和元年度 農泊地域高度化促進事業 

サイクルツーリズム「Taiki E-bike Tour」の企画開発 

① 電動アシストスポーツバイク及び備品購入 5 台 

② サイクリングガイド「エスコートライダー」の養成 

③ サイクリングコース監修  5 コース整備 

●令和元年度 訪日グローバルキャンペーン等に対応したコンテン

ツ造成事業 

大紀町「Trail Run Tourism」コンテンツ造成 

●令和 2年度 三重県自然環境キャンプ研修会 

●令和 2年度 農水省メニュー開発専門家派遣事業 

●令和 3年度 農水省上質な食体験専門家派遣 

EV スクーターの導入、防災プログラムの開発、サステナブルツー

リズムの企画開発 

●令和 4年度 

令和 4年 8月 みえのイマココ旅「民泊×キャンプ（民キャン）」

プログラムの開発 

令和 4年 10 月「民泊×キャンプ」モニターツアーの開催 

令和 4年 9月 テントサウナの導入（レンタル事業） 

令和 4年 12 月 日本 BBQ 協会認定インストラクター養成講座 

【定量的な評価】 

＜宿泊者数＞ 

・令和元年度 農林漁業体験民宿 合計宿泊者数  1629 名 

・令和 2年度 農林漁業体験民宿 合計宿泊者数  209 名 

・令和 3年度 農林漁業体験民宿 合計宿泊者数   571 名 

・令和 4年度 農林漁業体験民宿 合計宿泊者数   731 名 

 

＜移住定住事業＞ 

・令和 2年度 移住定住お試し住宅提供 

       4 回  4 名利用 2名移住 
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・令和 3 年度 移住定住お試し住宅提供 

       10 回 11 名利用 6名移住 

・令和 4 年度 移住定住お試し住宅提供 

       3 回  14 名利用 10 名移住 

＜表彰等＞ 

・農林水産省 農泊 食文化海外発信地域(SAVOR JAPAN)認定 

・農林水産省 食かけるプロジェクト「ネクストブレイク賞」受賞 

・林野庁    JAPAN WOOD DESIGN AWARD 2021 

ウッドデザイン賞(ソーシャル部門)受賞 

・農林水産省 東海農政局 豊かなむらづくり優良事例 表彰 

・観光庁中部運輸局 優良観光事業者表彰 

 

み実施体制 

※地域の関係

者との連携体

制及び地域に

おける合意形

成の仕組みが

分かる図表等

を必ず記入す

ること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

一般社団法人大紀町観光協会が母体となり、メンバーには、行政、理事会、各部会

と協力団体には、旅行業者、交通事業者、農林漁業事業者など多様な関係者が参画

するなど連携した運営を実施。 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表を挿入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区域設定の考え方】 

大紀町は、三重県の中南部に位置し、農山村部と海岸部からなる農山漁村地域で、海・山・川を

はじめとする豊かな自然資源や世界遺産熊野古道「ツヅラト峠」に代表される古の道・社寺・祭

りなど、歴史や伝統に恵まれた地域である。 

平成 17 年に大宮・紀勢・大内山村が合併し、「大紀町」という新しい町名となった。 

大宮地区は、伊勢神宮内宮の別宮である瀧原宮があり、周辺地域には名所旧跡が残る。 

また、七保で育てられている松阪牛は、松阪牛の品評会「松阪肉牛共進会」で、4年連続優秀賞 1

席を獲得するほど評価が高く、全体の 4%しか肥育していない特産松阪牛に拘って生産している農

家が多い。 

紀勢地区は、熊野灘に面した漁村があり、伊勢まだい、伊勢ブリ、ヒラメなどが養殖されてお

り、町唯一の海水浴場であるトロピカルガーデンがある。 

大内山地区は、三重県内の小中学校給食に使われている大内山牛乳を製造している大内山酪農が

あり、県外各地でも人気である。伊勢志摩サミットでは、牛乳・ヨーグルトが食材として提供さ

れた。 

これらの「海・山・川」エリア毎に観光資源を活かした農林漁業体験を始め、自然体験、伝

統文化歴史体験、防災体験、郷土料理体験など合計 60 種類以上の体験コンテンツを用意して

おり、日帰りでも農林漁業体験民宿で宿泊でも大紀町内において様々な体験が楽しめる。 
【観光客の実態等】 

伊勢神宮内宮の別宮「瀧原宮」、頭之宮四方神社の観光客入込数年間約 30 万人。 

世界遺産熊野古道伊勢路巡りの海外からの宿泊者が伊勢路沿いの民宿や民泊に宿泊しており、 

民泊からの聞き取りを年 1 回実施し状況を把握している。 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

観光施設：大内山動物園、錦向井ｹ浜遊パークトロピカルガーデン、阿曽温泉、おおみや青少 

年旅行村大滝峡キャンプ場、野原公園 

商業施設：山海の郷紀勢、笠木渓谷もみじ茶屋、阿曽湯の里、道の駅木つつ木館     



 
様式１ 

8 
 

自然：【川】大内山川、宮川、藤川 

【山】笠木渓谷、七洞岳、網掛山、姫越山、南亦山 

【海】錦漁港 

文化：世界文化遺産熊野古道「ツヅラト峠」「荷坂峠」、「三瀬坂峠」、瀧原宮・瀧原竝宮、頭之宮 

四方神社 

スポーツ：ケイビング、パックラフト、SUP クルージング、SUP ヨガ、登山、海・川釣り 

イベント：大紀町シーサイドトレイル、大紀ふれあいまつり、大平つつじ山まつり、おんべまつ 

り、錦花火大会、瀧原宮秋季大祭、八幡祭、赤船祭、錦ぶりまつり    

       

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

農林漁業体験民宿 19 軒 合計 100 名、 

住宅宿泊事業（民泊）3軒 合計 17 名 

民宿 8軒 合計  

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

各公共交通機関をご利用の方 

・大阪、京都から 近鉄大阪線（松阪駅）～JR紀勢本線又は三重交通南紀特急バス→【大紀町】 

・名古屋から 近鉄名古屋線（松阪駅）又は JRワイドビュー南紀（松阪駅）～JR紀勢本線又は    

三重交通南紀特急バス→【大紀町】 

三重交通名古屋南紀高速バス→【大紀町】 

・東京から  東海道新幹線（名古屋駅）～乗り換え→【大紀町】 

        三重交通東京高速バス→【大紀町】 

車をご利用の方 

・大阪から 西名阪自動車道…名阪国道…《伊勢関 IC》…伊勢自動車道…《勢和多気 JCT》… 

紀勢自動車道…《大宮大台 IC》又は《紀勢大内山 IC》→【大紀町】 

・京都から 名神高速道路…《草津 JCT》…新名神高速道路…《亀山 JCT》…東名阪自動車道… 

《伊勢関 IC》…伊勢自動車道…《勢和多気 JCT》…紀勢自動車道…《大宮大台 IC》 

又は《紀勢大内山 IC》→【大紀町】 

・名古屋から 東名阪自動車道…《伊勢関 IC》…伊勢自動車道…《勢和多気 JCT》… 

紀勢自動車道…《大宮大台 IC》又は《紀勢大内山 IC》→【大紀町】 

・東京から 東名・新東名高速道路…《豊田 JCT》…伊勢湾岸自動車道…《四日市 JCT》… 

      東名阪自動車道…《伊勢関 IC》…伊勢自動車道…《勢和多気 JCT》… 

紀勢自動車道…《大宮大台 IC》又は《紀勢大内山 IC》→【大紀町】 

【域内交通】 

 町内タクシー業者 2社、介護タクシー事業者 1 社 

【外国人観光客への対応】 

農林漁業体験民宿 19軒と道の駅木つつ木館、野原村元気づくり協議会などには、多言語対応の

看板と指差しツールを使用し対応。Wi-Fi の設備も整えている。 

また、農林漁業体験民宿に音声翻訳機「POCKETALK」の貸し出しも行っているが、多言語対応の

観光マップや看板はない。 

 農林漁業体験民宿の中には、外国語対応の自社ホームページを作成、OTA に登録するなど、個々で

外国人の受入れを促進している事業者も増加しつつある。 
【外国人観光客への対応】 

多言語に対応したホームページ、パンフレットの製作 

宿泊施設、観光施設への多言語看板の設置 

多言語指差しツールの作成・配布 

多言語版プロモーション動画の製作 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。地域の

観光動向の把握、対策の基礎データ

として使用 

三重県「観光客実態調査」のデータ

を元に算出。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。誘

客実績の把握、対策の基礎データと

して使用。 

宿泊事業者の協力による調査。 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。リピート化に向けた改善、

ブラッシュアップのため 

三重県「観光客実態調査」から収

集。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

三重県「観光客実態調査」から収集 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。地域に対す

る顧客の関心度や施策の効果等を把

握する。 

グーグルアナリティクスを活用して

集計。 

 

４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
大紀町は、三重県でも過疎化・少子高齢化が進んでいる町の一つであり、消費力の低下や従業員の確

保、後継者不足など、小規模事業者にとって事業を持続していくことが大変厳しい状況である。 

農業、林業、漁業、畜産業といった 1 次産業が主な産業ではあるが、高齢化や担い手不足のため廃業

する事業者も増えており、農林水産物の 6次産業化やブランド化を目指して取り組んではいるもの

の、なかなか成果が上がらない状況である。 

観光業界においては、紀勢自動車道が延伸整備されたことで、東紀州や和歌山県へと気軽に行けるよ

うに便利になったことで、大紀町は素通りされることが多くなり、国道沿いの飲食店や観光施設は廃

業する店舗も増えた。 

そのような状況下、大紀町地域活性化協議会設立後は大紀町全域における、農林漁業団体、農林漁業

事業者、観光事業者、交通事業者、飲食店、宿泊施設、観光案内人など関係する事業者と連携し、大

紀町、大紀町商工会とともに農山漁村滞在型観光事業（農泊）を中心に、地域全体が一体となって観

光地域づくりを目指して取り組んできた。 

上記のような今までの実績が認められ、令和 5年 4月 3日、大紀町の外郭団体として（一社）大紀町

観光協会が設立され、町村合併後初めて大紀町観光振興計画が策定された。 

また、来年熊野古道世界遺産登録 20 周年を控えており、翌年の 2025 年には伊勢神宮式年遷宮の行事

が始まることから、大紀町としてもこれらのイベントを大紀町への観光誘客を促進していく好機とし

たい。 
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（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

･自地域で積極的に活用できる強みは何か？ 

・海・山・川の自然が豊かな町 

・松阪牛として評価が高い（松阪肉牛共進

会で 4 年連続 1位） 

・海の幸が豊富（伊勢ブリ、伊勢まだいな

ど） 

・世界遺産熊野古道「ツヅラト峠」と「荷

阪峠」を有する町 

・伊勢神宮内宮の別宮「瀧原宮」 

・農・林・漁業・畜産業全ての1次産業が体

験できる 

・大紀町シーサイドトレイル 

・農林漁業体験民宿が県下一多い 

・国土交通省の最も綺麗な河川の宮川がある 

・防災の町・防災タワー 

弱み（Weaknesses） 

･自地域で改善を必要とする弱みは何か？ 

弱み（Weaknesses） 
・少子高齢化 

・従業員の確保が困難 

・後継者不足 

・就業場所がない 

・農林漁業者の減少 

・飲食店が少ない（営業時間が短い） 

・情報発信不足 

・国内旅行者の宿泊客は少ない 

・過疎化 

 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

･自地域にとって追い風となる要素は何か？ 

・伊勢、志摩との距離が近い（1時間以内） 

・伊勢神宮の元伊勢 

・東京や名古屋から直行の高速バスが出て

いる 

・インバウンド教育旅行受入の増加 

・「VISON」「マリオット大台」 

・紀勢自動車道の IC が 3 箇所ありアクセス

が良い 

 

 

 

 

 

 

脅威（Threat） 

･自地域にとって逆風となる要素は何か？ 

・大紀町の知名度が低い（県内でも知られ

ていない） 

・観光スポットが少ない 

・人口減少 

・高齢化で担い手不足 

・荒れた田畑で景観が悪い 

・獣害問題 

・多気町に複合リゾート施設「VISON」がオ

ープン 

・マリオット大台のオープン 

・地域間競争の激化 

・地震・津波 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

関西圏から訪れる観光客。 

伊勢神宮や別宮（瀧原宮含む）、熊野古道伊勢路に興味がある 50～60 代の女性 

 

○選定の理由 

伊勢神宮と瀧原宮や熊野古道伊勢路を旅行目的にした、京阪神からのバスツアーが増えている。 

定期的に送客いただいている京都のバス会社の日帰りバスツアーの利用客が、50 代～60代の女性が

多いことと、三重県の観光客実態調査報告書のデータによると、中南勢地域の来訪者の 1位が 60代

の女性であったことから、当地域の来訪者として適していると選定した。 

2024 年に熊野古道世界遺産登録 20周年を迎え、ツヅラト峠、荷坂峠を有する大紀町においても、 
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誘客のチャンスである。和歌山側の熊野古道は認知度が高いが、伊勢路における巡礼の意味や熊野御

師の存在については、50～60 代の女性の興味関心を誘うには十分魅力的なコンテンツとなり得る。 

○取組方針 

受入体制の整備として、看板やのぼり、マップの製作、語り部の養成を進めている。 

伊勢神宮は何度も訪れるリピーターやファンが多いので、同様に瀧原宮の魅力を伝えられるよう、 

質の高い語り部を養成する。 

地元の語り部でないと知らないようなコアな案内コースも整備し、リピーターの獲得につなげる。 

また、例年行われている瀧原宮大祭（初穂曳）の広報やプロモーションを、令和 5年度から大紀町観

光協会が実施することとなったため、今まで地域住民しか参加できなかった初穂曳などの神事に観光

客が参加できるような企画を行い、旅行会社のツアー造成等を実現することで観光客の増加に繫げ

る。 

○第２ターゲット層  

中京圏から訪れる観光客 

大型商業施設 VISON 多気や、フェアフィールドバイマリオット大台の宿泊客で、アウトドア志向の 20

～30 代の女性 

○選定の理由 

中京圏から 2時間以内というアクセスの良い地の利を生かし、1泊でも終日自然体験を満喫できる気

軽さから、休日に近場でリセット・リフレッシュしたいフットワークの軽いミレニアル世代をターゲ

ットにする。また、三重県の観光客実態調査報告書のデータからも中南勢地域（大紀町）の来訪者の

2位は 30代の女性で、目的としては買い物（VISON など）と自然を楽しむが上位を占めていることも

選定理由。 

大紀町では、令和 5年夏に三重県初の「ケイビングツアー（洞窟探検）」や「秘境パックラフトツア

ー」がスタートしたため、従来の熊野灘での SUP と共に、「山」「川」「海」の全てのフィールドでの

自然体験を用意し、それぞれの嗜好に沿ったコンテンツを充実させる。 

○取組方針 

三重県初のケイビングツアーは、今後注目される新しいコンテンツであり、パックラフトツアーは市

場としても拡大していくことが予想される。 

単なる日帰り体験のコンテンツとしてだけではなく、体験民宿での地域の食材を生かしたランチ付き

ツアーにし、大紀町の「人」との交流を加えることで、再来訪につなげるよう磨き上げを行う。 

 

○第３ターゲット層 

三重県内のトレイルランニングの愛好者 

 

○選定の理由 

大紀町では、毎年 2月の第一土曜日に「大紀町シーサードトレイル」という大会を開催している。 

特徴としては、山だけではなく熊野灘沿岸の浜辺を 3度山から降りて走るという全国でも珍しいコー

スで、山と海の景色が楽しめるということでファンが多い。 

当日は約千名の参加者で賑わうが、12月頃から試走するトレイルランナーが例年増えており、大会日

以外の来訪者をリピーターとして獲得していきたい。 

また、三重県では、トレランイベントを開催している地域が多く、どの大会も他県のトレランイベン

トよりも安定して参加者数の確保をしていることから、三重県内のトレラン愛好者が一定数いること

がわかる。（当大会の 1000 人の内約 6割が県内からの参加者） 

○取組方針 

大会参加者から「1番好きなトレランのコースである」という評価を毎年いただいており、当日は大

紀町の豊かな海の幸・山の幸・川の幸を提供し、来訪者の満足度を高めるイベントを目指している。 

まずは大紀町シーサイドトレイルコースのファン作りに注力し、リピーターとなってもらえるよう

な、試走会の充実、情報発信の強化、コースの整備等を行う。 

また大会当日の同時開催イベントを企画し、参加者の満足度と認知度向上を目指す。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 「伊勢と熊野をつなぐ町・大紀町 ～美し国・美し旅～」 

 

古来よりこの地は、「伊勢に七度、熊野に三度」と言われたように、何

度でも訪れたい旅人の憧れの地であった。 

日本書記に「美し国」と記されたように、美しい自然と美味しい食材に

恵まれた地域でもある。 

 

来訪する側（ゲスト）も受け入れる側（ホスト）もどちらも幸福を感じ

られる町づくり。「第２のふるさと」「何度でも帰ってきたくなる場所。 

③ コンセプトの考え

方 

大紀町は、旧伊勢の国と紀伊の国の県境に位置し、伊勢と熊野をつなぐ町で 

ある。町を縦断するように熊野参詣道が通っており、三瀬坂峠、ツヅラト 

峠、荷坂峠を有する町でもある。 

瀧原宮周辺には、熊野古道を歩く人をもてなした「熊野御師」が存在してい 

たと言われており、体験民宿の女将さんたちにその精神が受け継がれている 

と言っても過言ではない。何度でも帰りたくなる「第 2のふるさと」を目指 

す。 

 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

部会、HP、事業報告書の説明会 

部会は 3か月に 1回開催予定。HPや事業報告書に関しては、全会員

には年 1回の総会で、理事会には 3 か月に 1回開催の理事会にて説

明を行う。 

 

ＤＭＯを中心として、地域の関連事業者を集めてコミュニケーショ 

ンの場を設けるとともに、関連事業者に対してのコンサルティング 

等を実施。令和 5年度は公益社団法人三重県観光連盟と連携した、グー 

グルビジネスプロフィールを活用したデジタルマーケティングの専門家 

派遣事業を実施し、集客増加の支援を行う。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

大紀町地域活性化協議会ホームページのアクセスログ（グーグルア 

ナリティクス）を活用して実施 

グーグルビジネスプロフィールを活用したマーケティングの実施 

イベントや宿泊客等によるアンケート調査の実施 

訪日外国人旅行者に必要な多言語対応サービスの向上 

 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

ワンストップ窓口の実施 

公式ＨＰ、Instagram、Facebook、Twitter 等によるＳＮＳを利用し 

た効果的なプロモーション 

大紀町、三重県と連携した情報発信・プロモーションの実施 

 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。  
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１） 必須ＫＰＩ 

 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

 

【検討の経緯】 

大紀町が大紀町観光振興計画で掲げている KPI 数値を基に入込客数の目標値を設定。 

観光協会では、協力宿泊事業者や農林漁業体験民宿等の宿泊人数と延べ泊数の調査を行っている

が、旅行消費額や来訪者満足度、リピーター率の調査は行っていないため、三重県の「観光レク

リエーション入込客数推計書・観光客実態調査」を参考に目標数値を設定。 

今後は観光施設や宿泊施設等の協力を得てアンケート調査を実施し、より正確な大紀町の情報

収集に努めることとする。                                                                

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

三重県の「観光レクリエーション入込客数推計書・観光客実態調査」（全国観光統計基準採用）の：

大紀町入込延数（4施設）に、他の観光施設、宿泊施設の利用者数、イベント参加者数を足した予定

入込総数に、同実態調査の地域別平均利用総額（宿泊、日帰り）を乗じ旅行消費額を算出。  

●延べ宿泊者数 

民泊部会や協力いただける宿泊施設事業者からの報告が実績値。令和 7年度にはコロナ前の利

用者数に戻ることを想定して、令和 4年度の実績値を基に毎年 1.5 倍増加するよう目標値を設

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

1,102  1,225  1,249  1,558   1,733 1,891 

（ 0.2 ） （1） （3） （7） （13） （19） 

実

績 

1,091 1,301 1,347 
   

（1） （3.6） （4.6） 

●延べ宿泊者数 

（人） 

目

標 

1,000  1,000  1,100  1,435  2,152  3,228  

（20） （100） （300） （360） （660） （960） 

実

績 

300 571 957 
   

（10） （50） （60） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 

      

実

績 

73.7 90.4 89.8 
   

   

●リピーター率 

（％） 

目

標 

90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 

      

実

績 

86.5 92.9 95.8 
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定。訪日外国人については、令和元年度の宿泊者数を令和 7年度に設定し、毎年 300 人ずつ増加

することを見越して目標値を設定。 

●来訪者満足度 

「三重県観光客実態調査報告書」の中南勢地域における満足度の項目「総合満足度と評価点」の大

変満足、満足、やや満足の合計数値をＫＰＩ実績とする。中南勢地区の満足度は地域別で最も低い

ため、目標数値は 90％以上を目指す。 

●リピーター率 

「三重県観光客実態調査報告書」の三重県中南勢地域への来訪回数（２回以上）のリピーター率の

数値をＫＰＩ実績とする。中南勢地域は 5回以上のハードリピーターが多いため、リピーター率 90％

を目標値に設定。 

 

（２）その他の目標 

 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 

 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

 
【検討の経緯】 

観光のワンストップ窓口として、協力宿泊施設をはじめとする宿泊事業者や観光施設等を調査

し、リピート率やどの年代の利用者が多いかなど、今後のターゲット層に向けての商品開発や

対策に向けての参考資料とする。 

【設定にあたっての考え方】 

●ワンストップ窓口での予約数 

ワンストップ窓口として手配した宿泊、日帰りの予約件数。令和5年度以降はコロナが5類にな

ったことを受け、毎年＋50 件を目標値に設定。 

●メディア掲載回数 

前年度＋5 回を目標値に設定。イベントや地域の旬の情報などをプレスリリースするとともに

HP や SNS に掲載し、メディアに取り上げていただけるよう情報発信をしていく。 

●WEB サイトのアクセス数 

HP のアクセスログ推移（グーグルアナリティクス）を実績値とする。毎年＋500PV を目標値に

設定。 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●ワンストップ

窓口の予約数 

（件） 

目

標 

  5 10 50 100 150 200 

（1） （5） （10） （20） （40） （60） 

実

績 

  １ 52 50    

（0） （2） （5） 

●メディア掲載

回数 

（回） 

目

標 

5   10   15   20   25   30   

      

実

績 

15 10 15 
   

   

●WEB サイトの 

アクセス数 

（PV） 

目

標 

17,000  17,500  18,000  18,500  19,000  19,500  

      

実

績 

20,688 20,035 18,000 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020（Ｒ２） 

年度 
14,038,857（円） 【国からの補助金】         8,500,000（円） 

【市町村からの補助金】      5,000,000（円） 

【収益事業収入】           538,857(円) 

2021（Ｒ３） 

年度 
16,365,393（円） 【国からの補助金】                          6,000,000（円） 

【市町村からの補助金】           7,442,000(円） 

【商工会からの助成金】       1,832,000(円) 

【収益事業収入】          1,091,393(円) 
 

2022（Ｒ４） 

年度 
12,457,310（円） 【国からの補助金】                           3,500,000（円） 

【市町村からの補助金】                    5,000,000(円） 

【商工会からの助成金】        3,200,000(円) 

【収益事業収入】            757,310(円)   
 

2023（Ｒ５） 

年度 
29,000,000（円） 【市町村からの補助金】      21,000,000（円） 

【委託事業】         7,000,000（円） 

【収益事業収入】             1,000,000（円） 

 
 

2024（Ｒ６） 

年度 
29,000,000（円） 【市町村からの補助金】      21,000,000（円） 

【委託事業】         7,000,000（円） 

【収益事業収入】             1,000,000（円） 
 

2025（Ｒ７） 

年度 

29,000,000（円） 【市町村からの補助金】      21,000,000（円） 

【委託事業】         7,000,000（円） 

【収益事業収入】             1,000,000（円） 

 
 
（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 
2020（Ｒ２） 

年度 
 

13,807,542（円） 
 

（内訳の区分例） 
【国からの補助金事業】     8,600,000(円) 

【一般管理費】                        4,893,611(円) 

【イベントの開催費】など      313,931(円) 

2021（Ｒ３） 

年度 
16,451,000（円） 【国からの補助金事業】     6,000,000(円) 

【一般管理費】                 10,147,000(円) 

【イベントの開催費】など           304,000(円) 
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2022（Ｒ４） 

年度 
 

12,354,003（円） 
 
 

【国からの補助金事業】     3,500,000(円) 

【一般管理費】                 8,535,216(円） 

【イベントの開催費】など          318,787(円) 
 

（円） 
2023（R5） 

年度 
28,058,000（円） 【事務局運営費】      10,037,040（円） 

【委託事業】         7,000,000（円） 

【各種事業費】       11,020,960（円 

 
2024（Ｒ６） 

年度 
28,058,000（円） 【事務局運営費】      10,037,040（円） 

【委託事業】         7,000,000（円） 

【各種事業費】       11,020,960（円 

 
   

2025（Ｒ７） 

年度 

28,058,000（円） 【事務局運営費】      10,037,040（円） 

【委託事業】         7,000,000（円） 

【各種事業費】       11,020,960（円 

 
 

 
（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 

大紀町役場からの補助金 

大紀町役場からの委託事業（大紀ふれあいまつり等） 

イベント運営（大紀町シーサイドトレイル、大紀町フェア等） 

地域限定旅行業の登録による観光商品の販売 

ふるさと納税返礼品 

大紀ブランド認定品の委託販売 

 

 

 
 
８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 

 

大紀町は、一般社団法人大紀町観光協会を大紀町における地域ＤＭＯとして登録したいので、一般社

団法人大紀町観光協会とともに申請します。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

重複しない 
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１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 山添 みゆき 

担当部署名（役職） 事務局長 

郵便番号 519-2802 

所在地 三重県度会郡大紀町崎 2154-1 

電話番号（直通） 0598-74-2277 

ＦＡＸ番号 0598-74-2278 

Ｅ－ｍａｉｌ taikickk@ma.mctv.ne.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県・市町村名 大紀町  

担当者氏名 大野 崇斗 

担当部署名（役職） 商工観光課 

郵便番号 519-2703 

所在地 三重県度会郡大紀町滝原 1610-1 

電話番号（直通） 0598-86-2243 

ＦＡＸ番号 0598-86-3500 

Ｅ－ｍａｉｌ shk@town.mie-taiki.lg.jp 

 

都道府県･市町村名 三重県  

担当者氏名 松野 圭一郎 

担当部署名（役職） 観光部 観光振興課 

郵便番号 514-8570 

所在地 三重県津市広明町１３番地 

電話番号（直通） 059-224-3116 

ＦＡＸ番号 059-224-2801 

Ｅ－ｍａｉｌ matsuk47@pref.mie.lg.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
三重県度会郡大紀町

【設立時期】 令和５年４月３日
【設立経緯】
前身の（一社）大紀町地域活性化協議会から全ての事業を引き継ぎ、大紀町
観光協会が設立。大紀町、町内全域の会員、各種団体等と連携し、役割分担
等をした上でＤＭＯ登録を目指す。
【代表者】 会長 奥川 拓
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 大内 学
【財務責任者（ＣＦＯ）】 松本 成子
【プロモーション責任者】山添 みゆき
【職員数】 ４人（常勤４人（正職員３人・出向等１人）
【主な収入】
国交付金 350万円 町補助金 500万円 商工会助成金 320万円
収益事業 80万円 合計1250万円
（令和4年度決算）

【総支出】
事業費 382万円、一般管理費 853万円 合計1235万円（令和４年度決算）

【連携する主な事業者】
株式会社伊勢志摩ツーリズム、滝原西村ハイヤー有限会社

項目
2020

（R2）年
2021

（R3）年
2022

（R4）年
2023

（R5）年
2024

（R6）年
2025

（R7）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
1,102 1,225 1,249 1,558 1,733 1,891

( 0.2 ) (1 ) ( 3 ) (7 ) ( 13 ) ( 19 )

実績
1,091 1,301 1,347

― ― ―
( 1 ) (3.6) ( 4.6)

延べ
宿泊者数

(人)

目標
1,000 1,000 1,100 1,435 2,152 3,228

( 20 ) ( 100) ( 300 ) ( 360 ) ( 660 ) ( 960 )

実績
300 571 957

― ― ―
( 10 ) ( 50  ) ( 60 )

来訪者
満足度

(％)

目標
90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

実績
73.7 90.4 89.8

― ― ―

リピーター率
(％)

目標
90.0 90.0 90.0 90.0 90.0 90.0

実績
86.5 92.9 95.8

― ― ―

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和５年７月１４日

【主なターゲット】
関西圏から訪れる観光客。
伊勢神宮や別宮（瀧原宮含む）、熊野古道伊勢路に
興味がある50～60代の女性

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
地元の語り部でないと知らないようなコアな案内
コースも整備し、リピーターの獲得につなげる。

【観光地域づくりのコンセプト】
「伊勢と熊野をつなぐ町・大紀町 ～美し国・美し旅
～」古来より「伊勢に七度、熊野に三度」と言われた
ように、何度でも訪れたい旅人の憧れの地であった。
日本書記に「美し国」と記されたように、美しい自然
と美味しい食材に恵まれた地域。

【観光資源の磨き上げ】
農水省メニュー開発専門家派遣事業
農水省上質な食体験専門家派遣
みえのイマココ旅「民泊×キャンプ
（民キャン）」プログラムの開発
およびモニターツアーの開催

【受入環境整備】
教育旅行事前学習プログラム教材
の制作
熊野古道伊勢路英語ガイド研修
安全管理講習会の開催

【情報発信・プロモーション】
大阪あべのハルカス「三重県フェア」
日本観光ショーケースin 大阪・関西

三重県観光キャンペーン「みえのあそ

キャン」

三重のイマココ旅

VRツアー実証事業

【その他】

（候補）【地域DMO】一般社団法人 大紀町観光協会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


